
 

 

 

 

 

 

 

 

第 20回 自然系調査研究機関連絡会議 

調査研究・活動事例発表会プログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（別紙）



第 20回 自然系調査研究機関連絡会議 調査研究・活動事例発表会プログラム 

 

日時：2017年 10月 26日（木）13:00～17:05 

場所：滋賀県立琵琶湖博物館 滋賀県草津市下物町 1091 

 

12:00～13:00  開場・受付 

 

13:00～13:15 開会挨拶  環境省自然環境局生物多様性センター長  川越久史 

       滋賀県琵琶湖環境部環境政策課長     髙木浩文 

             滋賀県琵琶湖環境科学研究センター長   内藤正明 

 

●口頭発表およびポスターフラッシュ  13:15～15:35 

     座長：早川和秀（滋賀県琵琶湖環境科学研究センター・総合解析部門副部門長） 

 

13:15～13:55 講演 琵琶湖の生物多様性と生物利用の多様性...................... 2 

滋賀県水産試験場専門員・滋賀県立琵琶湖博物館特別研究員  藤岡康弘 

 

13:55～14:00 休憩 

 

14:00～14:15 O-1 NGSを用いた琵琶湖産魚類の集団遺伝データの取得とその応用.... 3 

滋賀県立琵琶湖博物館  田畑諒一 

 

14:15～14:30 O-2 日本在来コイの現状と琵琶湖における生態調査................. 4 

国立環境研究所・琵琶湖分室  馬渕浩司 

 

14:30～14:45 O-3 池沼におけるハス群落の異常繁茂抑制......................... 5 

千葉県立中央博物館  林紀男 

 

14:45～15:00 O-4 汽水湖における淡水性水生植物セキショウモの生育環境..........6 

鳥取県衛生環境研究所  森明寛・前田晃宏 

 

15:00～15:15 O-5 耶馬日田英彦山国定公園英彦山及び犬ヶ岳地区における 

生態系回復事業.............................................7 

福岡県保健環境研究所  石間妙子・須田隆一・金子洋平 

福岡県環境部自然環境課  池田加江・山口慶太 

 

15:15～15:35 ポスターフラッシュ 

ポスター発表者全員 

 

15:35～15:45 休憩 

 



●ポスターコアタイム  15:45～17:05 

 

15:45～16:25 発表番号奇数の発表者による発表 

 

16:25～17:05 発表番号偶数の発表者による発表 

 

P-1 千曲川中流域におけるコクチバスの分布と優占状況...........................10 

長野県環境保全研究所  北野聡 

有限会社エコシス  田崎伸一 

信州大学教育学部  ピーターソンマイルズ 

信州大学理学部  中野繭・矢澤諒人・山本雅道 

 

P-2 山梨県における外来淡水産プラナリアの生息調査について.....................11 

山梨県衛生環境研究所  堀内雅人 

 

P-3 山梨県における外来植物アレチウリの広域分布推定...........................12 

山梨県富士山科学研究所  安田泰輔 

 

P-4 椹野川河口干潟における竹を用いた二枚貝育成イベントの実施について.........13 

山口県環境保健センター  惠本佑・川上千尋 

山口県自然保護課  山本倫也・藤本裕子 

山口市環境政策課  山村秀明・福谷拓則 

 

P-5 東京都都心部の樹木が放出する揮発性有機化合物が 

光化学オキシダント高濃度現象に与える影響の把握...........................14 

東京都環境科学研究所  國分優孝・小林芳久・齊藤伸治・星純也 

静岡県立大学   望月智貴・谷 晃 

 

P-6 ワサビ田に棲む生物................... ...................................15 

静岡県環境衛生科学研究所  伏見典晃・神谷貴文・香田梨花 

静岡県農林技術研究所   西島卓也 

 

P-7 名古屋市内都市緑地における絶滅危惧植物の保全活動.........................16 

名古屋市環境局なごや生物多様性センター  長谷川泰洋 

 

P-8 白山高山地域における地表徘徊性甲虫類のモニタリング.......................17 

石川県白山自然保護センター  平松新一 

 

P-9 能登半島の砂浜海岸におけるスナガニの生息状況(予報) ......................18 

石川県のと海洋ふれあいセンター  坂井恵一 

 



P-10 絶滅危惧種キンラン属の野外播種試験法を用いた保全.........................19 

ミュージアムパーク茨城県自然博物館  伊藤彩乃 

株式会社緑生研究所  庄司顕則 

株式会社東芝横浜事業所  赤﨑洋哉・松前満宏 

 

P-11 絶滅危惧種カントウイドウズムシの生息地の現状と保全について...............20 

ミュージアムパーク茨城県自然博物館  茅根重夫・池澤広美 

 

P-12 生物多様性センター ホームページによるデータ提供と活用....................21 

環境省自然環境局生物多様性センター 情報システム科  田中庸夫 

 

P-13 「自然環境保全基礎調査」の現況と展望.......................................22 

環境省自然環境局生物多様性センター 調査科  赤羽俊亮 

 

P-14 モニタリングサイト 1000からわかってきた気候変動による生態系への影響......23 

環境省自然環境局生物多様性センター 生態系監視科及び調査科  大嶽若緒 

 

P-15 在来魚の保全・再生に向けた流域管理に関する研究 

－森川湖の土砂のつながりとアユの好適産卵環境－.........................24 

滋賀県琵琶湖環境科学研究センター  水野敏明 

 

P-16 市民調査データを用いた生物多様性解析とその有用性 

      －滋賀県における淡水魚類の多様性評価と保全にむけて.....................25 

滋賀県琵琶湖環境科学研究センター  酒井陽一郎 

滋賀県立琵琶湖博物館  琵琶湖博物館うおの会 

琵琶湖博物館うおの会  中尾博行 

京都大学  中川光 

滋賀県立琵琶湖博物館  金尾滋史・松田征也 

京都産業大学  宮永健太郎 

 

P-17 農業用ため池の魚類相の種多様性に対する外来種と土地改変の影響.............26 

埼玉県環境科学国際センター  角田裕志 

 

P-18 千葉県における国内希少野生動植物種ミヤコタナゴの保全事業と今後の展開.....27 

千葉県生物多様性センター  鈴木規慈 

 

P-19 小学校と連携した横浜市内生物調査.........................................28 

横浜市環境科学研究所  七里浩志・堀美智子・小森昌史・潮田健太郎・川村顕子 

 

17:05  閉会 


